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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

平成22年７月７日付をもって提出した有価証券届出書（以下「原届出書」といいます。）につきまして訂正す

べき事項がありましたので、これを訂正するものであります。

 

２【訂正の内容】

原届出書の該当情報を以下の内容に訂正します。

※下線部　　　　　は訂正内容を示します。

 

第一部【証券情報】

（２）　内国投資信託受益証券の形態等

＜訂正前＞

（略）

　当ファンドの受益権は、社債、株式等の振替に関する法律（「社振法」といいます。以下同じ。）の規定の適

用を受け、受益権の帰属は、後述の「（１１）振替機関に関する事項」に記載の振替機関及び当該振替機関

の下位の口座管理機関（社振法第２条に規定する「口座管理機関」をいい、振替機関を含め、以下「振替機

関等」といいます。）の振替口座簿に記載または記録されることにより定まります（以下、振替口座簿に記

載または記録されることにより定まる受益権を「振替受益権」といいます。）。委託会社である損保ジャパ

ン・アセットマネジメント株式会社は、やむを得ない事情等がある場合を除き、当該振替受益権を表示する

受益証券を発行しません。また、振替受益権には無記名式や記名式の形態はありません。

＜訂正後＞

（略）

　当ファンドの受益権は、社債、株式等の振替に関する法律（「社振法」といいます。以下同じ。）の規定の適

用を受け、受益権の帰属は、後述の「（１１）振替機関に関する事項」に記載の振替機関及び当該振替機関

の下位の口座管理機関（社振法第２条に規定する「口座管理機関」をいい、振替機関を含め、以下「振替機

関等」といいます。）の振替口座簿に記載または記録されることにより定まります（以下、振替口座簿に記

載または記録されることにより定まる受益権を「振替受益権」といいます。）。委託会社である損保ジャパ

ン日本興亜アセットマネジメント株式会社は、やむを得ない事情等がある場合を除き、当該振替受益権を表

示する受益証券を発行しません。また、振替受益権には無記名式や記名式の形態はありません。

 

（４）　発行（売出）価格

＜訂正前＞

（略）

　当ファンドの基準価額については、委託会社（損保ジャパン・アセットマネジメント株式会社、ホームペー

ジ：http://www.sjam.co.jp/、電話03-5290-3519　営業部　（受付時間：営業日の午前９時～午後５時））ま

たは販売会社（受益権の取得の申込みの取扱いを行う第一種金融商品取引業を行う者及び登録金融機関を

総称して、以下「販売会社」といいます。）に問い合わせることにより知ることができるほか、原則として翌

日付の日本経済新聞朝刊に掲載されます。

＜訂正後＞

（略）

　当ファンドの基準価額については、委託会社（損保ジャパン日本興亜アセットマネジメント株式会社、ホー

ムページ：http://www.sjnk-am.co.jp/、電話03-5290-3519　営業部　（受付時間：営業日の午前９時～午後

５時））または販売会社（受益権の取得の申込みの取扱いを行う第一種金融商品取引業を行う者及び登録

金融機関を総称して、以下「販売会社」といいます。）に問い合わせることにより知ることができるほか、原

則として翌日付の日本経済新聞朝刊に掲載されます。

 

（６）　申込単位

＜訂正前＞

EDINET提出書類

損保ジャパン・アセットマネジメント株式会社(E12434)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

 2/15



１円単位または１口単位を最低単位として、販売会社がそれぞれ定める単位とします。

（略）

　自動けいぞく投資とは、収益分配の際に税引き後の収益分配金を、自動的に再投資する方法です。自動けい

ぞく投資コースを選択した受益者が収益分配金を再投資する場合は１口単位とします。

（略）

＜訂正後＞

販売会社が定める単位とします。

（略）

　自動けいぞく投資とは、収益分配の際に税引き後の収益分配金を、自動的に再投資する方法です。

（略）

 

（８）　申込取扱場所

＜訂正前＞

　申込取扱場所は、原則として販売会社の本支店等とします。販売会社については、委託会社（ホームペー

ジ：http://www.sjam.co.jp/、電話03-5290-3519営業部（受付時間：営業日の午前９時～午後５時））まで

お問い合わせください。

＜訂正後＞

　申込取扱場所は、原則として販売会社の本支店等とします。販売会社については、委託会社（ホームペー

ジ：http://www.sjnk-am.co.jp/、電話03-5290-3519営業部（受付時間：営業日の午前９時～午後５時））

までお問い合わせください。

 

第二部【ファンド情報】

第１【ファンドの状況】

１　ファンドの性格

（３）　ファンドの仕組み

＜訂正前＞

（略）

②　ファンドの関係法人

(ⅰ) 委託会社または委託者：損保ジャパン・アセットマネジメント株式会社

（略）
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ファンドの関係法人図
 

 

③　委託会社等の概況

(ⅰ) 資本金の額　　　　　1,550百万円(平成22年４月末現在）

(ⅱ) 委託会社の沿革

（略）

平成19年 ９月30日 金融商品取引業者として登録

 

(ⅲ) 大株主の状況(平成22年４月末現在）

名称 住所（所在地）
所有株式数

（株）

持株比率

（％）

株式会社損害保険ジャパン
東京都新宿区西新宿一丁目

26番１号
11,802 70.0

ザ・ティーシーダブリュー

グループ・インク

米国カリフォルニア州
ロサンゼルス市

南フィグエロア通り865番地
5,058 30.0

合　計  16,860 100.0

＜訂正後＞

（略）

②　ファンドの関係法人

(ⅰ) 委託会社または委託者：損保ジャパン日本興亜アセットマネジメント株式会社

（略）

 

 

ファンドの関係法人図
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③　委託会社等の概況

(ⅰ) 資本金の額　　　　　1,550百万円(平成22年10月１日現在）

(ⅱ) 委託会社の沿革

（略）

平成19年 ９月30日 金融商品取引業者として登録
平成22年 10月１日 ゼスト・アセットマネジメント株式会社と合併し、損保ジャパン日本

興亜アセットマネジメント株式会社に商号変更

(ⅲ) 大株主の状況（平成22年10月１日現在）

名称 住所（所在地）
所有株式数

（株）

持株比率

（％）

ＮＫＳＪホールディングス株

式会社

東京都新宿区西新宿一丁目

26番１号
19,027 79.0

ザ・ティーシーダブリュー

グループ・インク

米国カリフォルニア州
ロサンゼルス市

南フィグエロア通り865番地
5,058 21.0

合　計  24,085 100.0

 

２　投資方針

（２）　投資対象

＜訂正前＞

（略）

②　委託会社は、信託金を、主として損保ジャパン・アセットマネジメント株式会社を委託会社とし、みずほ

信託銀行株式会社を受託会社として締結された「損保ジャパン好配当日本株マザーファンド」（以下

「親投資信託」といいます。）の受益証券のほか、次の有価証券（金融商品取引法第２条第２項の規定に

より有価証券とみなされる同項各号に掲げる権利を除きます。）に投資することを指図します。

（略）

＜訂正後＞

（略）

②　委託会社は、信託金を、主として損保ジャパン日本興亜アセットマネジメント株式会社を委託会社とし、

みずほ信託銀行株式会社を受託会社として締結された「損保ジャパン好配当日本株マザーファンド」

（以下「親投資信託」といいます。）の受益証券のほか、次の有価証券（金融商品取引法第２条第２項の
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規定により有価証券とみなされる同項各号に掲げる権利を除きます。）に投資することを指図します。

（略）

 

（３）　運用体制

以下の内容に更新・訂正します。

＜更新・訂正後＞

＜運用体制について＞

当ファンドの基本運用方針については、総合投資会議および投信投資戦略会議で決定され、個別銘柄の選

定を含めた投資方針については、運用部の各運用資産グループにおける投資戦略会議で決定されます。運用

計画の立案、売買執行の指示、キャッシュ・ポジションの管理は、運用部が行っています。

 

＜社内内規等について＞

社内規程で当ファンドの「業務マニュアル」を定めている他、有価証券売買の発注先に関する各種規程

や「有価証券の自己取引制限に関する規程」、「行動規程」、「コンプライアンス・マニュアル」等の服務

規程を定め、法令遵守の徹底、インサイダー取引の防止に努めています。

また、外部委託先の管理体制については、当社が当社以外の者に業務を委託するときの基本事項等を定め

た「外部委託管理規程」に従い、定期モニタリング等を実施しています。
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＜当ファンドの運用の意思決定プロセス＞

 

EDINET提出書類

損保ジャパン・アセットマネジメント株式会社(E12434)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

 7/15



３　投資リスク

＜訂正前＞

（略）

＜リスクの管理体制＞

 

＜訂正後＞

（略）

＜リスクの管理体制＞

 

（注）上図は、平成22年10月１日現在のものであり、今後変更されることもあります。

 
 

第２【管理及び運営】

１　申込（販売）手続等

＜訂正前＞

（略）

（３）当該受益権の申込価額は、取得申込受付日における基準価額
※
とします。

（略）

当ファンドの基準価額については、委託会社（損保ジャパン・アセットマネジメント株式会社、ホーム

ページ：http://www.sjam.co.jp/、電話03-5290-3519　営業部（受付時間：営業日の午前９時～午後５
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時））または販売会社に問い合わせることにより知ることができるほか、原則として翌日付の日本経済

新聞朝刊に掲載されます。

（略）

（５）お申込単位は、最低単位を１円単位または１口単位として販売会社が定める単位です。

※申込単位等の詳細につきましては、販売会社までお問い合わせください。

（略）

＜訂正後＞

（略）

（３）当該受益権の申込価額は、取得申込受付日における基準価額
※
とします。

（略）

当ファンドの基準価額については、委託会社（損保ジャパン日本興亜アセットマネジメント株式会社、

ホームページ：http://www.sjnk-am.co.jp/、電話03-5290-3519　営業部（受付時間：営業日の午前９時

～午後５時））または販売会社に問い合わせることにより知ることができるほか、原則として翌日付の

日本経済新聞朝刊に掲載されます。

（略）

（５）お申込単位は、販売会社が定める単位とします。

※申込単位等の詳細につきましては、販売会社までお問い合わせください。

（略）

 

２　換金（解約）手続等

＜訂正前＞

（略）

（２）受益者は、自己に帰属する受益権について、最低単位を１口単位または１円単位として販売会社が定め

る単位をもって、一部解約の実行を請求することができます。

一部解約の単位の詳細につきましては、販売会社までお問い合わせください。

（略）

＜訂正後＞

（略）

（２）受益者は、自己に帰属する受益権について、販売会社が定める単位をもって、一部解約の実行を請求する

ことができます。

一部解約の単位の詳細につきましては、販売会社までお問い合わせください。

（略）

 

３　資産管理等の概要

（１）　資産の評価

＜訂正前＞

（略）

・委託会社のホームページ　http://www.sjam.co.jp/

＜訂正後＞

（略）

・委託会社のホームページ　http://www.sjnk-am.co.jp/

 

４　受益者の権利等

＜訂正前＞

（略）

（３）　一部解約の実行請求権

受益者は、自己に帰属する受益権について、最低単位を１口単位または１円単位として販売会社が定め

る単位をもって、受益権の一部解約の実行を請求する権利を有しています。
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（略）

＜訂正後＞

（略）

（３）　一部解約の実行請求権

受益者は、自己に帰属する受益権について、販売会社が定める単位をもって、受益権の一部解約の実行

を請求する権利を有しています。

（略）

 

EDINET提出書類

損保ジャパン・アセットマネジメント株式会社(E12434)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

10/15



第三部【委託会社等の情報】

第１【委託会社等の概況】

１　委託会社等の概況

以下の内容に更新・訂正します。

＜更新・訂正後＞

（１）資本金の額（平成22年10月１日現在）

資本金の額　　　　　　　　　　　　　 1,550百万円

会社が発行する株式の総数　　　　　　　　50,000株

発行済株式総数　　　　　　　　　　　　　24,085株

最近５年間における主な資本金の額の増減

　平成21年12月29日　　　　資本金の額を1,200百万円から1,550百万円に増額しました。

 

（２）会社の機構（平成22年10月１日現在）

①　会社の意思決定機構

　定款に基づき３名以上20名以内の取締役が株主総会において選任されます。取締役の選任は、発行済

株式総数のうち議決権を行使することができる株式数の３分の１以上にあたる株式を有する株主が

出席して、その過半数によって決し、累積投票によらないものとします。

　取締役の任期は、就任後１年以内の最終の決算期に関する定時株主総会の終結のときまでとします。

補欠により就任した取締役の任期は、前任取締役の残任期間までとし、増員により就任した取締役の

任期は、他の取締役の残任期間と同一とします。

　取締役会は、取締役中より代表取締役を選任します。また、取締役の中から会長、社長、専務取締役及

び常務取締役を選任することができます。

　取締役会は、取締役社長が召集し、議長となります。取締役社長に事故あるときはあらかじめ取締役

会で定めた順序により、他の取締役がその任にあたります。取締役会の招集通知は開催日の少なくと

も３日前にこれを発します。ただし、緊急の必要のあるときはこの限りではありません。

　取締役会は、法令または定款に定める事項の他、業務執行に関する重要事項を決定します。その決議

は、取締役の過半数が出席し、その出席取締役の過半数をもって行います。
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②　組織及び業務
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部　署 主な業務内容

企画部

経営戦略・計画の立案

組織及び制度の立案・総合調整

金融商品取引業に係る行政・協会対応の総合窓口

コンプライアンス部

法令・規則等の遵守に関する態勢の構築及び管理

法令・規則等の遵守に関する教育・研修、審査

法務に係わる調査、研究

法的事項に関する相談・助言

内部監査部
内部監査の計画立案、実施、調書作成、結果報告

問題点の是正勧告と改善状況の検証

リスク管理部

会社業務が内包する各種リスクの統合管理

各種リスク管理体制整備の企画・立案

リスク管理手法等の研究、開発、情報収集

業務部

決算に係わる事項

人事制度の立案

総務・庶務に係わる企画立案、管理及び指導

商品企画部

商品戦略の企画・立案

商品の開発・改廃の企画・立案

外部委託運用機関等対応の総合窓口

ディスクロージャー部
投資信託のディスクロージャー（法定開示・適時開示）に係る業務

投資顧問契約書等の作成に係る業務

運用管理部

投資一任契約に基づく有価証券売買に係わる約定成立後の事務処理

投資信託委託業務における有価証券売買に係わる約定成立後の事務処理

投資信託の計理に係わる事項

投資信託の販売管理に係わる事務処理

投資信託受益証券の管理に係わる事項

投資信託直販に係わる事務処理

システム部

運用システムの企画、開発及び保守

社内システム推進に係わる企画事項

システム関連機器の発注及び管理

その他システム関連事項

営業部

投資顧問の営業に係わる事項

投資信託の営業に係わる事項

営業活動に伴う広告宣伝に係わる事項

運用部

資産運用方針及び資産配分計画の立案、実行及び管理

各資産クラスの投資計画の立案、審査、実行、評価、ポートフォリオの分析

投資理論・運用手法等の、調査、研究及び開発

投資顧問業務における、顧客対応、運用評価機関・ゲートキーパー対応

投資信託業務における、ファンド毎の運用計画の企画・立案、運用評価機関・ゲートキー

パー対応

ヘッジファンド運用部

ヘッジファンド投資に関する基本投資スタイル及び基本運用ガイドライン全般に係わる企

画・立案

ヘッジファンド投資に関する投資計画の立案、審査、実行、評価、ポートフォリオの分析等

投資顧問業務に係る、所管する顧客ファンド毎の運用計画及び売買計画の企画・立案、審査、

顧客対応、運用評価機関・ゲートキーパー対応等

外部委託運用部

外部委託先への委託運用方針・計画の立案、実行及び管理

外部委託先への委託運用商品（年金向け商品及び投資信託等）の分析、評価

投資顧問業務に係る、外部委託の顧客ファンド毎の運用計画及び売買計画の企画・立案、審

査、顧客対応、運用評価機関・ゲートキーパー対応

投資信託業務に係る、外部委託ファンド毎の運用計画及び売買計画の企画・立案、実行、運用

成果の評価・分析、運用評価機関・ゲートキーパー対応

トレーディング部

有価証券の売買計画案及び売買手法の策定、選択及び調整に係わる事項

有価証券の売買執行

最良執行(取引証券会社等の選定基準等を含む)に係わる企画・立案、分析、評価及び管理

執行コストの分析及び手数料管理
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③　投資運用の意思決定機構

　総合投資会議において受託資産に係る全社的な基本運用方針の決定と評価を行います。信託財産に

係る基本運用方針については、投信投資戦略会議および総合投資会議で決定されます。

　資産配分はアセット・アロケーション戦略会議において決定されます。銘柄選定は、モデル等を利用

した定量的な分析に、定性的な判断を加えて投信運用会議にて基本方針が決定されます。銘柄の選定

にあたっては「いかなる資産も本来の投資価値（本源的価値）を有しており、市場価格はこの投資価

値に近づく。」という当社の投資哲学に基づき、各資産、市場、銘柄の割安・割高の度合いを算出する

ために、各々の「本来あるべき投資価値」を分析することに注力しています。そのために独自の資産

評価モデルを保有・活用し、投資顧問部門と同じ運用手法で行うファンドについては投資戦略会議に

おいて投資戦略を共有化していきます。

 

２　事業の内容及び営業の概況

以下の内容に更新・訂正します。

＜更新・訂正後＞

　「投資信託及び投資法人に関する法律」に定める投資信託委託会社である委託会社は、証券投資信託の

設定を行うとともに「金融商品取引法」に定める金融商品取引業者としてその運用（投資運用業）なら

びに証券投資信託の募集又は私募（第二種金融商品取引業）を行っています。また「金融商品取引法」に

定める投資一任契約に基づく運用（投資運用業）および投資助言業務を行っています。

　委託会社の運用する投資信託（親投資信託を除きます。）は平成22年７月末現在、計57本（追加型株式投

資信託52本、単位型株式投資信託４本、単位型公社債投資信託１本）であり、その純資産総額の合計は

192,044百万円です。

 

５　その他

以下の内容に更新・訂正します。

＜更新・訂正後＞
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(１) 定款の変更

　定款の変更に関しては、株主総会の特別決議が必要です。

 

(２) 訴訟事件その他の重要事項

　当社を委託会社とする私募投資信託（既償還済）の関係者より、解約代金に係わる和解あっせんの

申立てがなされました。その後、当社と和解あっせんの申立人らとの協議の結果、仲裁合意が成立し仲

裁手続きに移行しました。当社は、仲裁人によりなされた仲裁判断に基づき、約413百万円を支払い、こ

れを第25期事業年度に特別損失として計上いたしました。

　委託会社は、平成22年10月１日付でゼスト・アセットマネジメント株式会社と合併し、商号を損保

ジャパン日本興亜アセットマネジメント株式会社へ変更いたしました。
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